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生活者ネットワークの議員は、交代制。
議員を職業化、特権化せず、世代交代を進めることで参加の層を
広げます。任期を終えた議員は、市民政治を広げるための活動や

地域活動などに、その経験を活かします。
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地域ネット

小金井ネット
井戸端ネット～ HPVワクチンのデメリットについて
知ろう
9月19日（土）14：00 ～ 16：00　小金井・生活者ネッ
ト事務所内交流スペースふらりねっと（武蔵小金
井駅）　042-387-1068

清瀬ネット
生活のお困りごとご相談ください（毎月第3 日曜日）
9月20日（日）14：00 ～ 16：00　清瀬・生活者ネット
事務所（清瀬駅）　家計相談員が対応　無料・秘密
厳守　042-494-8720

練馬ネット
「戦争はしない・原発はいらない」９条スタンディン

グ（毎月9日）
10月9日（金）12：00 ～ 13：00　練馬駅南口　主催：
生活者ネット9条の会　03-3993-4899

葛飾ネット
なんでも相談会（毎月10日）
10月10日（土）10：00 ～ 12：00　葛飾・生活者ネッ
ト事務所（京成高砂駅）　03-5876-4757

稲城ネット
女性の困りごと相談会（毎月第2土曜日）
10月10日（土）13：00 ～　稲城・生活者ネット事務
所（稲城駅）　予約制　042-379-2435

練馬ネット
国際紛争と私たちのくらし　日本国憲法を活かし
た外交で平和を
10月31日（土）14：00 ～ 16：00　石神井庁舎５階
会議室1・2（石神井公園駅）　講師：猿田佐世さん

（新外交イニシアティブ代表・弁護士）　500円（18
歳以下無料）　03-3993-4899

助
な
ど
必
要
な
ケ
ア
は
あ
る
も
の
の
、

基
本
「
見
守
り
」
対
応
と
な
る
と
の
こ

と
。

　

こ
こ
で
懸
念
す
る
の
は
「
居
る
だ
け

の
場
所
」
に
な
ら
な
い
か
、
と
い
う
こ

と
で
す
。こ
の
新
規
事
業
で
、
将
来
的

に
は
「
こ
の
時
間
帯
に
プ
ロ
グ
ラ
ム

等
を
実
施
す
る
際
の
支
援
」
な
ど
も
求

め
、
障
が
い
者
の
夕
方
の
時
間
が
、
自

由
で
開
放
さ
れ
た
ひ
と
と
き
と
な
る

よ
う
、
今
後
の
事
業
育
て
に
注
目
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■　
　

■　
　

■

　

障
が
い
者
に
と
っ
て
、
家
以
外
の

「
居
場
所
」は
、
他
愛
の
な
い
会
話
な
ど

か
ら
楽
し
み
、
学
び
、
人
生
を
豊
か
に

す
る
「
幸
福
の
追
求
」
が
尊
重
さ
れ
る

空
間
、
地
域
で
暮
ら
し
続
け
て
い
く
上

で
大
切
な
場
で
す
。そ
の
よ
う
な
場
に

な
っ
て
い
け
る
た
め
の
工
夫
が
必
要

で
す
。

　

引
き
続
き
、
必
要
な
こ
と
を
聞
き
取

り
、
伝
え
続
け
、
他
区
市
の
先
行
事
例

（
＊
）な
ど
も
学
び
な
が
ら
、
よ
り
よ
い

事
業
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。実
際
、「
事
業

所
で
夕
方
ま
で
過
ご
せ
た
ら
、
フ
ル
タ

イ
ム
の
仕
事
も
あ
き
ら
め
な
く
て
済

む
の
に
」
と
い
う
家
族
か
ら
の
声
も
多

く
あ
り
ま
す
。ま
た
、
家
族
だ
け
に
支

援
が
集
中
す
る
状
況
は
、
親
の
高
齢
化

と
と
も
に
深
刻
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

家
族
と
過
ご
す
時
間
が
圧
倒
的
に

長
い
障
が
い
者
本
人
か
ら
は
、「
家
族

以
外
の
人
と
話
が
し
た
い
」
と
い
う
切

実
な
声
も
あ
り
ま
す
。

一
歩
前
進
！
　
障
が
い
者
が

気
軽
に
過
ご
せ
る
居
場
所
を

提
供
す
る
事
業
に
補
助

　

今
回
開
始
す
る
事
業
は
、「
夕
方
の

時
間
帯
に
お
い
て
、
主
に
日
中
活
動
系

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
障
が
い

者
が
気
軽
に
過
ご
せ
る
居
場
所
を
提

供
す
る
事
業
所
等
に
対
し
、 

安
定
し

た
運
営
が
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
人
件

費
等
を
補
助
す
る
」
と
す
る
も
の
で

す
。

　
「
ま
ず
始
め
る
」
こ
と
は
一
歩
前
進

で
す
。た
だ
、
現
実
的
に
は「
現
在
利
用

し
て
い
る
事
業
所
に
時
間
を
延
長
し

て
居
る
こ
と
が
で
き
る
」
か
た
ち
か
ら

始
ま
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
、
ト
イ
レ
介

　

こ
れ
ま
で
、「
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
」
は
15
時
30
分
に
は
終
了
と
、

早
い
時
間
の
た
め
、
家
族
が
帰
宅
す
る

ま
で
の
間
、
障
が
い
者
本
人
が
ど
こ
で

ど
う
過
ご
す
の
か
、
課
題
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　
練
馬
区
で
は
、
障
が
い
者
本
人
の
地
域
で
の
暮
ら
し
と
、
家
族
の
就
労
を
支
え
る
新
た
な
取
り
組
み
と
し

て
、9
月
か
ら「
夕
方
の
居
場
所
事
業
」が
始
ま
り
ま
す
。し
く
み
の
実
際
を
レ
ポ
ー
ト
し
、こ
う
し
た
支
援
を

大
き
く
育
て
る
た
め
に
解
決
す
べ
き
課
題
を
考
え
ま
す
。

　

一
人
で
家
で
過
ご
す
の
も
不
安
、
ス

イ
ミ
ン
グ
や
買
い
物
な
ど
余
暇
を
過

ご
し
た
く
て
も
移
動
の
ヘ
ル
パ
ー
が

見
つ
か
ら
な
い
な
ど
で
、
結
果
、
家
族

が
仕
事
を
早
く
切
り
上
げ
、
本
人
と
一

緒
に
過
ご
す
選
択
を
し
て
い
る
方
が

大するしかない。目下、衆議院の中道改革連合、参議院の立憲民

主党と公明党の 3 党による合流あるいは提携に向けた議論が

行われている。いわゆるリベラル派市民の中には、立憲民主党

に独自路線を進むことを求める声もある。政権交代を諦めて、

つまり自民党政権の継続を前提として、鋭い批判の矢を放つ野

党を作りたいというのであれば、リベラル勢力の純化という道

もあるだろう。しかし、それは日本政治にとって不幸なシナリ

オである。今の日本の議会では、少数者は無視されるに決まっ

ている。

　平和の確保、国民生活の支援のためにどのような政策が必要

か、いま一度更地から議論を重ね、政権を荷える政

党をつくることが必要だと私は考える。

　2 月の衆議院選挙から 5 カ月余り続いた特別国会で、高市早

苗首相の本質はあらわになった。それをひとことで言うなら、

政治の破壊者である。

　ここで、政治という言葉の意味を説明しておきたい。イギリ

スの政治学者、バーナード・クリックの主著、『政治の擁護』の

新訳が最近刊行された（杉田敦訳、岩波書店刊）。クリックは政

治という活動について、価値観や利害の多様性を前提としたう

えで、協議と妥協によって合意を作り、社会を統治することと

規定している。この政治という概念は、代表と多数決を前提と

する民主主義よりも広い。人類は様々試行錯誤を経て、共存の

ために政治という技術を獲得したのである。

　高市政権の下でも、選挙、複数政党制、議会手続きは存在する

ので、形式としての民主主義は存在する。しかし、高市首相はこ

のような意味での政治を壊すために、解散権を行使し、虚偽宣伝

を行い、多数を獲得した後は議会から最大限自らを遠ざけた。

　彼女は、国論を二分する争点に果敢に取り組むと訴えて、そ

の争点が具体的に何なのかを説明せずに国民の支持を得た。そ

して、皇室典範改正、国旗損壊罪の創設など、特に今実現する必

要のない立法を与党の数の力で進めた。人々の必要に応えて

権力を行使するのではなく、国論を分裂させたうえで、ある方

向に物事を進める自分の姿勢を示すことが目的で、立法を進め

た。それは、政治の放棄、政治の破壊と言うしかない。

　政治を回復するためには、政府与党に対抗する野党勢力を拡 政治学者／法政大学法学部教授山口二郎

政
治
を
破
壊
す
る
高
市
首
相

平
和
の
確
保
、国
民
生
活
の
支
援
の
た
め
に

必
要
な
の
は
、政
権
を
荷
え
る
政
党
を
つ
く
る
こ
と

都政情報
■都議会第三回定例会：9月18日～ 10月8日。9
月18日：知事所信表明、29日：代表質問、30日：一
般質問、10月2日～ 6日：常任委員会、8日：討論・
採決。

練
馬
発

障
が
い
者
の「
夕
方
の
居
場
所
」事
業
が
ス
タ
ー
ト
！

練
馬
・
生
活
者
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
区
議
会
議
員

　

山
﨑
ま
り
も

障がいがある人や車イス移動の人も、多様な市民が集まった市民企画「みんなでクールシェア　出張ほっとするカフェ」（主催：練馬地
域協議会）で。7月29日

（
＊
）
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
放
課
後
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
一
つ
に
、「
ゆ
う
や
け
子
ど
も

ク
ラ
ブ
」（
小
平
市
）
が
あ
る
。市
内
に
在
住
す
る

知
的
障
が
い
、
自
閉
症
な
ど
の
小
学
１
年
生
～
高

校
３
年
生
を
対
象
に
、
放
課
後
や
夕
方
の
居
場
所

と
し
て
、
学
校
休
業
日
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
場

と
し
て
活
動
を
継
続（
1
9
7
8
年
～
）。保
護
者

や
市
民
、
関
係
者
の
力
を
得
て
障
が
い
の
あ
る
子

ど
も
・
若
者
の
暮
ら
し
の
幸
福
を
支
え
て
い
る
。
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ひとり芝居「天の魚（てんのいお）」
10月2日（金）昼の部 14：00 ～・夜の部 19：00 ～／ 3日（土）19：00 ～　座・高円寺 2 地下 2
階ホール（高円寺駅）　原作：石牟礼道子『苦海浄土』より　脚本：砂田明　主演：川島宏知　
前売・予約：2000円、当日：2500円　https://peatix.com/event/5060658　「天の魚」プロジェ
クト　FAX03-3312-1398　y-kbt@nifty.com（久保田）

映画「メモリードア」特別無料上映会
10月10日（土）9：30 ～ 12：00　J:COMコール田無多目的ホール（田無駅）　加藤悦生監督
作品　映画上映と監督トークセッション　「メモリードア」上映実行委員会　090-4420-3644  
f.624@jcom.home.ne.jp

編集後記／モノクロームの小冊子「荒れ野の 40年」を久々に手にする。ドイツ連邦共和国ヴァイツゼッカー大統領が 1985 年 5月8日、
ドイツ無条件降伏の日から数えて40年にあたり行った演説。「過去に目を閉ざす者は、現在にも盲目となる」「若い人たちにお願いしたい。
他の人々に対する敵意や憎悪に駆り立てられることのないように」の、それだ。東西冷戦回避に寄与し、統一ドイツを成し遂げた政治家
であり、過去を克服し今と未来を考える政治家であった。対して今夏の高市首相の言からは「反省」の言葉は消え、「非核三原則は堅持
されている。が、今後は予断しない」である。国民を愚弄し分断をあおり、国会を軽視し、社会を構成する基軸である民主主義を破壊し
てはばからない。私たちの社会は、そういうリーダーを自ら生み出してしまったのだ。それでも私たちは、ライブリーポリティクス（生活者
の政治）の必然を疑わないし、これを実践するものとして在り続けたいと強く思う、敗戦後 81年の夏。（加藤）

東日本大震災から15 年
被災地視察報告 
東京・生活者ネットワーク都議会議員

岩永やす代［国分寺市・国立市］

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
15
年
が
経
過

し
ま
し
た
。こ
の
節
目
に
、東
北
の
被
災

地
を
訪
れ
る
会
派
視
察
を
行
い
、
各
県

庁
や
現
地
の
方
々
か
ら
復
興
の
歩
み
と

今
な
お
残
る
問
題
、
課
題
を
伺
い
ま
し

た
。「
家
族
、住
ま
い
、ま
ち
、何
も
か
も

が
奪
わ
れ
た
あ
の
日
」か
ら
、諦
め
ず
に

進
ん
で
き
た
15
年
の
復
興
の
重
み
を
感

じ
、
今
後
の
災
害
対
策
に
活
か
す
視
察

と
な
り
ま
し
た
。

未
来
へ
向
け
た
「
命
の
教
訓
」

　

宮
城
県
石
巻
市
の
大
川
小
学
校
で

は
、愛
娘
を
亡
く
さ
れ
た
ご
遺
族
の
語
り

部
の
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。学
校
の
裏
山

へ
避
難
し
て
い
れ
ば
助
か
っ
た
か
も
し

れ
な
い
と
い
う
無
念
さ
と
、同
じ
悲
劇
を

繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
語
り
続
け
る
親

と
し
て
の
覚
悟
に
胸
が
締
め
つ
け
ら
れ

ま
し
た
。ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
あ
っ
て

も
、平
時
か
ら
の
話
し
合
い
や
実
践
的
な

訓
練
が
な
け
れ
ば
命
は
守
れ
ま
せ
ん
。

　

岩
手
県
宮
古
市
田
老
で
は
、
津
波
で

骨
組
み
だ
け
に
な
っ
た
「
た
ろ
う
ホ
テ

ル
」で
、語
り
部
の
方
の
お
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。重
な
る
津
波
の
経

験
か
ら
、
海
と
共
に
生
き
る
覚
悟
を
持

ち
暮
ら
し
て
き
ま
し
た
。津
波
が
来
る

ま
で
の
時
間
稼
ぎ
に

有
効
な
防
波
堤
を
、復

興
ま
ち
づ
く
り
で
も

選
択
し
た
田
老
。津
波

の
経
験
か
ら
地
域
全

体
で
防
波
堤
を
整
備

し
、全
て
の
道
路
が
山

へ
通
じ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
き
た
田

老
で
さ
え
「
想
定
外
」

の
事
態
は
起
き
ま
し

た
。想
定
外
を
も
見
据
え
た
避
難
訓
練

を
繰
り
返
し
行
う
防
災
教
育
が
、
東
京

の
子
ど
も
た
ち
も
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
女
川
町
の
よ
う
に
防
波
堤
で

は
な
く
高
台
移
転
と
、「
傾
斜
に
よ
る

防
潮
」
に
よ
る
海
が
見
え
る
ま
ち
づ
く

り
を
市
民
参
加
で
選
ん
だ
地
域
も
あ

り
、
住
民
主
体
で
ま
ち
を
つ
く
る
プ
ロ

セ
ス
こ
そ
が
防
災
ま
ち
づ
く
り
の
原
点

で
あ
る
と
再
認
識
し
ま
し
た
。

福
島
第
一
原
発
の
今

　

福
島
で
は
東
京
電
力
廃
炉
資
料
館

と
福
島
第
一
原
発
を
訪
れ
、
原
発
事
故

の
影
響
が
残
る
地
域
と
廃
炉
作
業
の
現

場
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

家
に
戻
れ
な
い
区
域
が
今
な
お
存
在

し
、
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
た
地
域
で

も
住
民
の
帰
還
は
1
〜
2
割
ほ
ど
。廃

炉
ま
で
い
っ
た
い
ど
れ
だ
け
の
道
の
り

を
要
す
る
の
か
、
デ
ブ
リ
本
格
回
収
へ

の
見
通
し
は
立
た
な
い
ま
ま
、
そ
れ
で

も
連
日
作
業
に
あ
た
る
人
々
、
汚
染
水

の
保
管
に
も
膨
大
な
土
地
が
必
要
で

す
。生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
ネ
ッ
ト

設
立
時
か
ら
原
子
力
の
平
和
利
用
と
い

う
欺
瞞
を
問
い
、
震
災
以
前
か
ら
原
発

震
災
を
問
い
、
脱
原
発
を
主
張
し
て
き

ま
し
た
が
、地
震
大
国
で
あ
る
日
本
が
、

原
発
に
依
存
し
続
け
る
こ
と
の
危
う
さ

を
改
め
て
痛
感
し
ま
し
た
。国
は
原
発

回
帰
に
舵
を
切
り
始
め
て
い
ま
す
が
、

核
廃
棄
物
処
理
へ
の
道
筋
も
見
え
な
い

中
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
大
転
換
を
図

る
の
は
政
治
の
責
任
で
す
。

　

福
島
県
内
で
は
余
剰
地
や
、
森
や
山

を
伐
採
し
て
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
が
あ
ち

こ
ち
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。水
素
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
現
場
も
視
察
し
ま
し
た
。

再
エ
ネ
推
進
に
は
な
る
も
の
の
、
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
の
弊
害
も
否
定
で
き
ま
せ

ん
。福
島
原
発
の
電
気
を
使
っ
て
き
た

巨
大
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
地
で
あ
る
東
京

都
だ
か
ら
こ
そ
国
に
先
駆
け
て
省
エ

ネ
、
再
エ
ネ
へ
の
シ
フ
ト
を
進
め
る
責

任
が
あ
る
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。福
島

で
見
た
廃
炉
作
業
の
厳
し
い
現
実
を
胸

に
刻
み
、
引
き
続
き
再
エ
ネ
拡
充
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

設
備
を
無
料
設
置
し
、
既
存
の
電
力

会
社
よ
り
安
い
料
金（
キ
ロ
ワ
ッ
ト
29

円
）
で
電
力
を
供
給
す
る
P
P
A
事

業
を
進
め
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消

を
創
出
し
、
区
内
経
済
を
好
循
環
さ

せ
る
と
と
も
に
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ

ン
マ
イ
ナ
ス
の
実
現
を
図
っ
て
い
く

と
し
て
い
ま
す
。

市
民
／
電
力
会
社
／
行
政
が
つ
な

が
る
　
電
力
自
給
率
ア
ッ
プ
か
ら

始
め
よ
う

　

江
戸
川
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
環
境
部
会
で
は
、
早
速「
地
球
温
暖

化
・
気
候
危
機
を
と
め
る
！
―
脱
炭

素
を
す
す
め
持
続
可
能
な
社
会
を
つ

く
る
―
」
を
テ
ー
マ
に
、「
江
戸
川
電

力
株
式
会
社
」代
表
取
締
役
・
肥
沼
直

樹
さ
ん
を
招
い
て
の
学
習
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

肥
沼
さ
ん
は
、
原
発
事
故
で
仲
間

を
失
っ
た
経
験
か
ら「
原
発
に
頼
ら
な

い
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
広
め
た

い
」と
語
り
、
目
標
と
し
て
2
0
3
0

年
度
ま
で
に
8
５
５
世
帯
へ
導
入
、将

来
的
に
は
1
万
戸
を
め
ざ
し
た
い
と

展
望
さ
れ
ま
し
た
。当
面
は
戸
建
て
が

対
象
だ
が
、そ
の
う
ち
集
合
住
宅
や
区

内
事
業
者
で
も
再
エ
ネ
を
利
用
し
、防

災
面
で
も
安
心
な
地
域
に
し
て
い
き

た
い
と
、熱
い
思
い
を

伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

気
候
変
動
地
域
連

携
課
で
は「
地
域
脱
炭
素
勉
強
会
」を

発
展
的
に
解
消
し
、
形
を
変
え
て
継

続
し
て
い
ま
す
。今
年
度
は「
つ
な
が

る
え
ど
が
わ
未
来
会
議
」
と
し
て
新

た
に
健
康
や
防
災
に
も
テ
ー
マ
を
広

げ
区
民
の
再
エ
ネ
に
対
す
る
意
識
を

深
め
る
取
り
組
み
に
な
っ
て
い
ま

す
。そ
こ
に
積
極
的
に
参
画
し
な
が

ら
、
地
域
の
電
力
自
給
率
を
上
げ
る

行
動
を
共
に
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

江
戸
川
区
に
電
力
を
地
域
で
循
環

さ
せ
る
た
め
の
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
会

社
が
誕
生
し
ま
し
た
。

市
民
／
事
業
パ
ー
ト
ナ
ー
／
江
戸

川
区
の
共
同
出
資
で
電
力
会
社

が
実
現
！

　

江
戸
川
区
で
は
、
2
0
2
3
年
に

区
長
が
「
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
マ

イ
ナ
ス
宣
言
」
を
表
明
。同
年
に
「
気

候
変
動
地
域
連
携
課
」
が
新
設
さ
れ
、

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
に
対
し
補
助

金
も
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。
翌

２
0
2
4
年
4
月
に
は
、松
江
・
船
堀

地
区
の
自
治
会
町
内
会
主
催
の
「
地

域
脱
炭
素
勉
強
会
」が
始
ま
り
、
以
降

2
年
間
で
8
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。同
時
に
、
区

と
共
同
出
資
す
る
事
業
パ
ー
ト
ナ
ー

を
募
り
、
2
0
2
5
年
12
月
に
出
資

金
5
千
万
円
の
「
江
戸
川
電
力
株
式

会
社
」が
設
立
さ
れ
た
の
で
す
。

　

江
戸
川
区
の
出
資
額
は
10
％
の

5
0
0
万
円
。住
宅
へ
の
太
陽
光
発
電

江
戸
川
区
に

江
戸
川
電
力
株
式
会
社
が
で
き
た
！

江戸川電力は、区民と行政、地域企業が一体となって生まれた
「地域電力会社」だ。江戸川区の「ゼロカーボンシティ」実現に向
け、区のプロポーザル（公募）を経て2025年12月に誕生。江戸川
区と地域の企業が共同出資して実現したこの江戸川電力は、東
京23区で初となる地域エネルギー会社で、地域住民の自宅の屋
根を借り無料で太陽光発電パネルを設置、生まれた電気を安定
した価格で供給している。
（資料提供：江戸川電力株式会社）

（写真：上）江戸川電力会社の
設立に尽力された皆さんと。
右は区議の伊藤ひとみ
（写真：左）江戸川ネット環境
部会が開催した学習会「地球
温暖化・気候危機をとめる！」。
ゲストに、江戸川電力株式会
社代表取締役・肥沼直樹さん
を招いての学習会。5月30日

江
戸
川
・
生
活
者
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
区
議
会
議
員

　

伊
藤
ひ
と
み

右：女川町に震災遺構として残る津波で破壊された交
番。2026年7月14日
左：福島第一原発敷地内は撮影禁止。撮影可能な資料
館内の映像の前で。防護服の着用等はなく、任意で対策
をした。2026年7月13日

写真はイメージ。2030年度を目途に全区に855戸
のパネル設置をめざす


